
再評価結果（平成１５年度事業継続箇所）

都市･地域整備局街路課担 当 課：

担当課長名：斉藤 親

事業名 近鉄名古屋線・ＪＲ関西本線 事業 連続立体 事業

区分 交差事業 主体 名古屋市

起終点 自：名古屋市中村区黄 金通 延長
な ご や なかむら く おうごんどおり

至：名古屋市中川区富田町 ３．５km
な ご や なかがわ く とみたちょう

事業概要

本事業は、近鉄名古屋線とＪＲ関西本線が並走する黄金陸橋から庄内川間の約3.5kmを同時に連続立体

交差化するものである。本事業の実施により15箇所の踏切を取り除き、高畑町線はじめ３路線の都市計画

道路を立体交差化し、20箇所の交差道路を整備することにより、踏切事故及び地域分断を解消し、交通流

の円滑化を図る。

Ｈ６０年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ６年度用地着手 Ｈ６年度工事着手

全体事業費 ７３４．６億円 事業進捗率 ７９％ 供用済延長 km

計画交通量 踏切交通遮断量 ： ３２１，９８６台時／日

費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 / 609億円 / 1,141億円 平成 13年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益： / 589億円１．８ 事 業 費： / 609

億円 走行費用減少便益： / 62億円(残事業) 維持管理費： /

迂回交通減少便益： / 488億円

高架下利用便益： / 2億円

事業の効果等

・円滑なﾓﾋﾞﾘﾃｨの確保〔踏切交通遮断量10,000台時/日以上の踏切道の除却が期待される〕

〔 〕・国土・地域ﾈｯﾄﾜｰｸの構築 鉄道により分断されている交通不能区間の解消（ ）都市計画道路 横井町五月通線等

・個性ある地域の形成〔鉄道により一体的発展が阻害されている地区を解消する〕

・その他〔鉄道高架下利用空間の創設 、近鉄及びＪＲの八田駅を地下鉄八田駅（駐輪場などの公共空間の開設）

付近に移設し、駅前広場事業との連携により新たな交通結節点が生まれることによる、地域の発展〕

関係する地方公共団体等の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・庄内川に新たな道路橋（横井大橋）が供用され、都市計画道路高畑町線へのルートを選択するように

なるなど、踏切通過交通が増加傾向である。

・事業に関連して廃止されたセメコン工場跡地にホームセンターが開店。更に、事業による新設交差道

路を見越した、新たな商業施設の開店、マンションの建設等が予定されている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・ＪＲ関西本線は高架化が完了し、八田駅の全面供用（H16夏頃）に向けⅡ期施行中

・近鉄名古屋線は下り線の高架化が完了し、残る上り線の高架化（H17夏頃）に向け施行中

・側道復旧･整備、２０箇所交差道路の整備

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

施設の構造や工法の変更等

対応方針

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


